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下記のとおり研究の実施状況を報告致します。

記

承認 番 号 18003

研究課題名 抗菌薬感受性試験のための〃″あιaο

`″
′γノο′′薬剤耐性菌基準パネルの作成

研 究期間 (西暦)2018年 5月 1日 から 2019年 7月 31日

今回報告研究期間 (西 暦)2018年 5月 1日 から 2019年 2月  15日

□継続 中 □終了   ※いずれかに□を付けて下さい。

研究進捗状況

(自 由記載 )

研 究成果

(論 文、その他 )

なし

進捗状況

〃θ〃ωb′ο
`θ

′″ノοガ薬剤感受性試験の 日本国内での標準化を図るた

め、 日本ヘ リコパクター学会として感受性試験実施時に用いる基準 と

なる菌株を集め保管する目的で本研究を開始 した。具体的には、クラ

リスロマイシン、アモキシシリン、メ トロニダゾールに対 して耐性 ま

たは感受性を示 した標準菌株を複数組み合わせた ものを耐性菌パネル

として作成 し、会員に向けての配布を行 う体制の構築までを研究計画

としている。

研究計画のうち、候補 となる株の収集は終 了し、研究分担者 らがそ

れぞれの施設で複数の方法で薬剤感受性試験および遺伝子検査等を実

施 した。現在は、薬剤感受性試験結果の照合 と、感受性試験の標準実

施方法について、研究分担者 らと協議 している。協議終了後、耐性菌
パネルに利用される菌株およびその組み合わせが薬剤感受性試験標準

法 とともに決定 される。その後、耐性菌パネルの配布体制案を作成す
る。
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